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上期損益は期初計画を超過達成。

IT投資動向の不透明さから、通期見通しは当
初計画のまま据え置く。

重点課題に関して、Ｍ＆Ａは検討継続中であ
るが、製造・流通分野の拡大やＪＦＥ統合対
応は計画通り進行している。

本日のポイント
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上期損益
　　　・売上高 ：前年同期比 +36百万円（ +0.3%）

：計画比 +117百万円（ +0.9%）
　　　・経常利益 ：前年同期比 +41百万円（ +7.7%）

：計画比 +266百万円（ +83.4%）
　　　・中間純利益 ：前年同期比 +33百万円（ +11.5%）

　　　　　　　　　　 ：計画比 +162百万円（+101.3%）

通期損益見通し
　　　・売上高 ：前期比 +1,670百万円（ +5.4%）
　　　・経常利益 ：同上 +190百万円（ +11.8%）
　　　・当期利益 ：同上 +125百万円（ +14.3%）

本日のポイント
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Ⅰ．2002年9月中間期
　　　決算概況
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2002年9月中間期の業績（単体：計画比） 　
単位：百万円

実績計画 率金額

ｰｰ(2.4%)（1.2%）（中間純利益率）

+101.3%+162322160中間純利益

ｰｰ(4.3%)（2.4%）（経常利益率）

+83.4%+266585319経常利益

ｰｰ(4.3%)（2.4%）（営業利益率）

+76.8%+251578327営業利益

ｰｰ(17.1%)(16.5%）（売上総利益率）

+4.1%+922,3182,225売上総利益

+0.9%+11713,58813,471売上高

増減2002年9月中間期
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2002年9月中間期の業績（単体：前年同期比）

単位：百万円

ｰｰ(2.4%)（2.1%）（中間純利益率）

率金額

+11.5%+33322289中間純利益

ｰｰ(4.3%)（4.0%）（経常利益率）

+7.7%+41585543経常利益

ｰｰ(4.3%)（3.8%）（営業利益率）

+11.7%+60578518営業利益

ｰｰ(17.1%)(16.7%）（売上総利益率）

+2.4%+552,3182,263売上総利益

+0.3%+3613,58813,551売上高

増減2002年

9月中間期

2001年

9月中間期
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事業別売上内訳（単体：前年同期比）
単位：百万円

率金額

+0.3%+3613,58813,551全社計

+14.0%+3632,9632,600ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･ｿﾘｭｰ
ｼｮﾝ事業(PBS)計

+2.9%+1525,4055,253うち川鉄以外

△8.4%△4795,2195,698うち川鉄向け

△3.0%△32710,62410,951ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･
ｼｽﾃﾑ事業(BAS)計

増減2002年

9月中間期

2001年

9月中間期



9

売上高増減の要因

前年同期比増減 ： +36百万円、+0.3％

・川鉄向けBASは統合業務の下期計上、新規開発抑制
等により減（△479百万円）

・金融向けBASが大型案件終了により減（△372百万円）

・上記以外のBASは電力、石油、製紙会社等向けの人事、
会計、生産管理ｼｽﾃﾑを中心に増(+524百万円)

・CRMｼｽﾃﾑ、電子帳票ｼｽﾃﾑ中心にPBSが増

　　（+363百万円）
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事業別売上総利益内訳（単体：前年同期比）

単位：百万円

+2.4%+552,3182,263全社計

率金額

ｰｰ（17.1%）（16.7%）（売上総利益率）

ｰｰ(23.6%)（24.3%）（売上総利益率）

+10.8%+68700632
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･ｿﾘｭｰ
ｼｮﾝ事業(PBS)計

ｰｰ(15.2%)（14.9%）（売上総利益率）

△0.8%△131,6171,630
ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･
ｼｽﾃﾑ事業(BAS)計

増減2002年

9月中間期

2001年

9月中間期
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売上総利益増減の要因

前年同期比増減 : +55百万円、+2.4％

　　・ＢＡＳ事業に比べ利益率の高いＰＢＳ事業の売
上高構成比が増加（19.2%→21.8%）したことから、
全体の利益率が向上し、売上総利益の増につ
ながった。
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販管費、営業外損益の増減（単体：前年同期比）

販売費・一般管理費 : △5百万円

　　（01/9：1,744百万円→02/9：1,739百万円）

　　　　＊計画比：△159百万円

　　（計画：1,898百万円→実績：1,739百万円）

営業外損益：△19百万円

　　（01/9：25百万円→02/9：6百万円）
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2002年9月中間期の業績（連結） 　
単位：百万円

実績計画 率金額

ｰｰ(2.1%)(1.0%)（中間純利益率）

+119.4%+185340155中間純利益

ｰｰ(4.1%)(2.1%)（経常利益率）

+97.0%+328666338経常利益

ｰｰ(4.0%)(2.2%)（営業利益率）

+88.5%+308656348営業利益

ｰｰ(17.7%)(17.2%)（売上総利益率）

+5.5%+1512,8852,734売上総利益

+2.7%+42616,30915,883売上高

増減2002年9月中間期
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販売先業種構成
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需要家上位10社（ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ・ｼｽﾃﾑ事業）

川鉄除く上位9社 46.4%川鉄除く上位9社 41.8%川鉄除く上位9社 56.2%

上位10社比率　 72.7%上位10社比率　 69.9%上位10社比率　 78.6%

みずほｱｾｯﾄ信託銀行富士銀行積和不動産中部

沖縄電力ﾍﾞﾈｯｾ･ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ積和不動産中国

ﾄﾖﾀ自動車JR北海道ﾍﾞﾈｯｾ･ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ

ﾕｰｼｰｶｰﾄﾞﾕｰｼｰｶｰﾄﾞﾕｰｼｰｶｰﾄﾞ

中央三井信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行

川鉄物流ﾄﾖﾀ自動車ﾄﾖﾀ自動車

みずほ信託銀行第一勧業銀行川鉄物流

みずほ銀行川鉄物流ｼﾞｬｯｸｽ

川鉄商事中央三井信託銀行中央三井信託銀行

川崎製鉄川崎製鉄川崎製鉄

2002年9月中間期2002年3月期2001年3月期
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需要家上位10社（ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ・ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業）

川鉄除く上位9社 31.6%川鉄除く上位9社 33.3%川鉄除く上位9社　28.3%

上位10社比率 　39.5%上位10社比率 　41.4%上位10社比率　 　40.5%

東京三菱銀行伊藤忠商事川鉄商事

ｲｵﾝｸﾚｼﾞｯﾄｻｰﾋﾞｽ明治製菓ﾄﾞﾘｰﾑﾈｯﾄ

高千穂電気川鉄物流KDDI

国内信販UMCｼﾞｬﾊﾟﾝ川鉄物流

川鉄物流川鉄商事三井住友銀行

三井住友銀行東京三菱銀行大東京火災海上保険

KDDINTTｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ日本ﾌｧｳﾝﾄﾞﾘｰ

松下電器産業KDDINTTｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ

JCB日本ﾃﾚｺﾑﾃﾞｨｰｴﾑｴｽ

川崎製鉄川崎製鉄川崎製鉄

2002年9月中間期2002年3月期2001年3月期
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主要新規受注案件

・信販会社「ＣＣﾜｰｸﾌﾛｰｼｽﾃﾑ」

・信販会社「ｺｰﾙｾﾝﾀｰｼｽﾃﾑ」

・ｿﾌﾄﾊﾟｯｹｰｼﾞﾍﾞﾝﾀﾞｰ「ECｻｲﾄDB構築」

・生保会社「電子帳票ｼｽﾃﾑ」

・銀行ｸﾞﾙｰﾌﾟ「電子帳票ｼｽﾃﾑ・統合」

・みずほｱｾｯﾄ信託「不動産信託」

・ﾍﾞﾝﾁｬｰｷｬﾋﾟﾀﾙ会社「投資先管理」

・航空会社「旅行予約ｼｽﾃﾑ」

・不動産会社「地図情報ｼｽﾃﾑ」

・四国電力「人事厚生ｼｽﾃﾑ」

金
融

他

・松下電器、通販会社、KOA等

　　　「次世代企業間ECｼｽﾃﾑ」

・全日空商事「ＥＤＩｼｽﾃﾑ」

・ﾄｽﾃﾑ「販売分析ｼｽﾃﾑ」

・ｼﾞｬﾊﾟﾝｴﾅｼﾞｰ 「販売分析ｼｽﾃﾑ」

・石油会社「目標損益管理ｼｽﾃﾑ」

・電子部品ﾒｰｶ「生産計画ｼｽﾃﾑ」

・厨房機器ﾒｰｶ「販売物流ｼｽﾃﾑ」

・五十鈴「配送佐助」

・自動車ﾒｰｶ「整備ﾏﾆｭｱﾙ編集」

製
造
流
通

ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ・ｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ・ｼｽﾃﾑ
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Ⅱ．2003年3月期
業績見通し
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2003年3月期業績予想（単体）

率金額

+14.3%+1,58412,69511,111EPS（円/株）
+14.3%+125997872当期純利益

ｰｰ5.6%5.3%（経常利益率）

+11.8%+1901,8041,614経常利益

+10.1%+1671,8221,655営業利益

ｰｰ17.3%16.6%（売上総利益率）

+10.1%+5165,6035,087売上総利益

+5.4%+1,67032,36830,698売上高

増減2003年

３月期

2002年

３月期

単位：百万円
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　2003年3月期経営指標（単体）　

率金額

+9.2%+0.111.311.20経常利益／人

+3.5%+0.823.622.8売上高／人

+2.2%+291,3731,344従業員数（人）

ｰｰ14.6%14.0%ＲＯＥ

ｰｰ44.9%42.5%株主資本比率

+6.3%+96116,10915,148総資本

+12.3%+7927,2346,442株主資本

△40.0%△360540900有利子負債

増減2003年

３月期

2002年

３月期

単位:百万円
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2003年3月期業績予想（連結）　　　　　

連単

倍率

1.01+17912,87412,695EPS（円/株）
1.01+141,011997当期純利益

ｰｰ5.2%5.6%（経常利益率）

1.08+1451,9491,804経常利益

1.08+1471,9691,822営業利益

ｰｰ18.0%17.3%（売上総利益率）

1.20+1,1196,7225,603売上総利益

1.15+4,88437,25132,368売上高

差異連結単体

単位：百万円
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　2003年3月期経営指標（連結）　

連単

倍率

0.93△0.091.221.31経常利益／人

0.99△0.323.323.6売上高／人

1.17+2271,6001,373従業員数（人）

ｰｰ40.7%44.9%株主資本比率

1.11+1,71817,82716,109総資本

1.00+137,2477,234株主資本

1.39+210750540有利子負債

差異連結単体

単位:百万円
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売上高の推移
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Ⅲ. 重点課題への取組み状況
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1．事業規模の拡大

　　　・製造業Eﾋﾞｼﾞﾈｽｿﾘｭｰｼｮﾝ事業の拡大

　　　・M&Aによる事業規模の拡大

2．JFEシステム構築の遂行

＊上記が次期中期計画（2003～2005年度）の
　 重点課題となる

重点課題
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1-1.製造業Eﾋﾞｼﾞﾈｽｿﾘｭｰｼｮﾝの拡大

製造業ﾄｰﾀﾙ･ｿﾘｭｰｼｮﾝの拡大に関しては、顧客の
ＩＴ投資抑制等により当社が目指す形で推進でき
ていない。まずはﾆｰｽﾞの強い個別のｿﾘｭｰｼｮﾝ（業
務系、CRM等）を強化しつつ、営業・開発体制を整
えてﾁｬﾝｽを捉える。

業務ｼｽﾃﾑ（会計、人事、生産管理）、CRMｼｽﾃﾑ
は好調に推移している。

JavaｰWebｼｽﾃﾑは急速なﾆｰｽﾞの拡大の中で当社
の技術力が高く評価され、案件の受注、引き合い
が増加している。

EC/EDIｼｽﾃﾑは伸び悩んだが、BtoBi（次世代企
業間ECｼｽﾃﾑ）で大型案件を獲得するなど引き合
いは上向きとなっている。
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1-2．Ｍ＆Ａによる事業規模の拡大

本年4月に子会社化した川商ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ
(KIT)の業績は順調に推移し＊、上期連結損益計画
の達成、業容拡大に寄与。

　　　＊＜KIT02/9中間期損益＞　
　　　　　　売上高： 3,414百万円（計画比+6.5%)
　　　　　　経常利益：105百万円（計画比+108.1%）

組立型製造業子会社をﾀｰｹﾞｯﾄとしたM&Aは検討継
続中。対象範囲を拡大し、M&Aの早期実現を目指
す。
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2．JFEシステム構築の遂行

事業会社統合日対応（～2003年3月末）
・ JFEﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ発足（02.9.27）対応を無事終え、ｽｹ

ｼﾞｭｰﾙ通り進行中。

　（年内ｼｽﾃﾑﾃｽﾄ完了。年明け以降運用ﾃｽﾄ期間）

次世代新システム構築（2003年4月～）
・販売～生産～物流の一貫運営、一元化

　　　→顧客指向、収益MAXを実現するﾌﾟﾛｾｽの改革

　　　→2005年春稼動をﾒﾄﾞに開発

・経営管理系（経理、資材等）ｼｽﾃﾑﾘﾌﾚｯｼｭ

　　　→2004年春稼動をﾒﾄﾞに開発
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川鉄情報システム株式会社

ご静聴ありがとうございました。

（ご注意）
本資料の将来の業績等に関する見通しは、リスクや不確

定な要因を含んでおります。実際の業績は、さまざまな要因
により、見通しとは異なる結果となりうることをご承知おき願
います。




